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定期テストから単元（学習内容のまとまり）テストへ２ 

（２）単元テストへ移行すると何が変わるの？ 
全国的には、数年前より、定期テストを廃止して単元テストに移行する学校が増えています。 

すでに定期テストを廃止している東京都の公立中学校では、各教科それぞれの単元が終わるたびに単

元テストを実施しています。また併せて、より範囲の狭い「小テスト」も行い、日々の授業で学んだ内

容が自分の中に定着しているかどうかを、生徒が実感を持って確認できるようにしているそうです。 

そのことによって、今まではテスト範囲が広くて勉強しきれなかった生徒も、テスト範囲が狭まり、

集中して勉強できるようになったそうです。 

そもそも、勉強は自分から自発的に取り組むものであり、「定期テストだから勉強する」といった姿勢

から、「もうすぐ小テストだから、分からないところを確認しよう」「次の時間は単元テストだから、休

み時間に少しでも確認しよう」という「日々の自発的な勉強」に変わり、１回あたりのテスト範囲が狭

いことで、「自分の分からないところが分かりやすく」なり、質問に来る生徒も増えたそうです。 

さらに、授業で学んだことを単元テストで確認し、理解しきれていない部分は、すぐに復習する姿勢

が身に付いたり、日常的にテストという目標が身近にあることでモチベーションが継続し、すきま時間

をうまく使う習慣が身に付いたりして、これまで以上に自分で考えて、勉強するようになったと言いま

す。 

 もちろん、効率的に学習できるようになった結果として、勉強時間が減った例もあるそうですが、そ

のことも主体的に学ぶ姿勢としては大切なことだと思います。 

一方、教員にとっても定期テストは、生徒に結果を伝えやすく、評価がしやすい面がありました。ま

たこれまでには、成績のための評価といった部分も相応にあり、定期テストの結果が、指導の改善に十

分に生かされてこなかったという指摘もあります。 

しかし単元テストへ移行することによって、どこがわかって、どこがわからないのか、といった生徒

の理解度を以前よりもつかめるようになり、その後の指導・支援の充実につなげられるものと考えます。 

（３）単元テストは具体的にどのように行うの？ 
 テストを実施する目的は「学力の定着を図る」ためのものです。しかし、新しい取り組みでもあり、

保護者の皆様がご不安に思うこともあるかと思います。過日の保護者会においても、以下のような質問

がありました。 

・成績はどのようにしてつけられるのか。 

・成績には、どのタイミングで、どのように反映されるのか。 

・試験期間はなくなるのか。 

・いつ試験があるのか。試験の計画は事前に分かるのか。 

・通知表も変わるのか。 

・自分の成績の位置は、どのようにして分かるのか。 

高校受験を考えますと、「もう中学生なんだから、勉強は本人に任せます」とはなかなか言い切れない

面もあり、ご心配はごもっともかと思います。 

また、各教科の単元テストのタイミングが重なり、毎日のように試験日が続いたり、学校行事の準備

等と重なったりして、生徒の負担が大きくなることもあるのではないか、といった懸念もあるかもしれ

ません。 
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このため、単元テストの予定や、成績のつけ方等、実施に係る具体的な内容については、現在、調整・

集約を進めており、まとまり次第お知らせいたします。 

また、本年度は移行期間としておりますので、これまでの時期とは別に、範囲を絞って単元テストを

実施する教科と、これまでと同じ時期に同じ範囲でテストを実施する教科がありますことをご承知おき

ください。先ずはできるところから始めてまいります。 

また、教科や学習内容によっては、これまで通りの時期、範囲で実施する方が有効である場合もあり、

その場合は、今後も大きな変更はありません。 

いずれにしましても、具体的な内容は後日お知らせいたします。 

今回の単元テストへの移行は、学校内で以前より検討と協議が進められてきたものであり、新しい取

り組みを前向きに捉え、子供たちの教育環境充実のために、協働して取り組もうとする二中職員の意識

に支えられていると思っています。 

しかし、教員にとっては、テストの回数が増え、日常業務や行事を行いながら作問や採点をすること

になり、負担が大きくなるといった心配もあります。このため、ICT による負担軽減も検討してまいり

たいと考えています。 

保護者の皆様におかれましては、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。 

なお、前述のご質問にある通知表については、変更ありません。 


